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療養終了後に証明書を請求したい場合 

 

（例）労災保険で 4 月 25 日に治癒したが、休業証明を 5 月のレセプトで請求したい。 

4 月 25 日に療養終了しており、診療行為画面で労災保険を選択出来ない。 

 

１． １２ 患者 より 労災・自賠（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ９） を押します。 

２．労災自賠責保険入力画面にて クリア（追加）（Ｆ２） を押し、新しく労災保険を入力します。 

       

３．入力が完了しましたら 登録（Ｆ１２） ⇒ 登録（Ｆ１２） を押して労災保険を登録します。 

※ 労災・自賠（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ９） を再び開くと、労災保険が複数表示されます。 

例の場合では、診療を行った期間の R2.4.10～R2.4.25 の労災保険と証明書を入力する為に 

登録された R2.4.10～R2.5.5 の労災保険、が表示されます。 

 

４． ２１ 診療行為 にて、休業証明を入力した後に証明期間「840800001」を入力し、 

期間を入力します。 

 

療養開始日は休業証明期間の開始日、 

療養終了日は証明書を算定する日付を 

入力します。 
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【Ｐｏｉｎｔ】  

今後も「証明書期間マスタ（840800001）」を使用する場合は、検索を簡単にする為に 

入力コードを登録して下さい。 

 

１． ２１ 診療行為 より 入力ＣＤ（Ｆ５） を押し、入力コード登録を行います。 

 

 

 

 

 

２．入力が完了しましたら 登録（Ｆ１２） を押して、 

 ＯＫ（Ｆ１２） で登録します。 

（例）レセプト印字イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足：レセプトの療養期間の開始日は、新たに追加した保険の開始日を参照。 

   レセプトの療養期間の開始日は、証明期間の終了日の日付を参照して記載します。 

 

 

 

 

手順４で入力した証明期間が 

印字されます。 

手順４で入力した証明期間が 

印字されます。 


